
 

 要  旨  

今世紀に入ってからすでに３度のコロナウイルス感染症と対峙している。過去

に問題となったコロナウイルスには、2003年度に突如出現した重症急性呼吸器症

候群 (Severe acute respiratory syndrome: SARS)の原因病原体である SARSコロナウ

イルス、2012年度に中東地域を中心に感染拡大した中東呼吸器症候群 (Middle 

East respiratory syndrome: MERS)コロナウイルスがある。そして、現在進行形で問

題となっている COVID-19 (Coronavirus disease-2019)の原因ウイルスである SARS

コロナウイルス-2の３つの病原体がヒトに重篤な肺炎を引き起こすことが知られ

ている。これら以外にも、ヒトコロナウイルス 229E、OC43, NL63などがヒトに

感染するコロナウイルスとして同定されている。我々は、2004年から SARSコロ

ナウイルス、MERSコロナウイルスのウイルス学的研究を続けており、特にウイ

ルスの非構造蛋白質に着目して研究を行ってきている。今回は、SARSコロナウ

イルスとMERSコロナウイルの研究と通じてわかってきたことに関してお話しし

ます。 
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